
ごみ減量・リサイクル施策の推進

○  ごみ処理手数料体系のあり方の検討
　  　【手数料あり方検討部会で審議中】

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◎ 紙パック・乾電池などの拠点回収場所の
　  拡大及び情報提供
○ 申告制によるベビー服等の回収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

誘　導

◎ （仮称）事業者リサイクルコンテストの実施

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◎ 資源集団回収活動の活性化

◎ ごみ減量の取組みに関する 協定の締結

　　（レジ袋削減、簡易包装・拠点回収の実施など）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

支　援

◎ 事業系廃棄物の適正区分・適正処理の推進
　　（焼却工場における産業廃棄物等の混入排除充実）

 ・ 大規模建築物へのごみ減量指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

○ 分別排出の指導徹底
 ・ 分別収集の実施（資源ごみ・容器包装プラ）

 ・  「中身の見えるごみ袋」による排出指定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

指　導

◎ ごみ減量等の実践に向けた働きかけ
 ・  許可業者が収集するアパート・マンションに
　　おける分別排出の啓発
 ・ パンフレットの作成・配布
　　　（「事業系一般廃棄物の分け方・出し方」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◎ ごみ減量等の実践に向けた働きかけ
○ ごみゼロリーダーとの連携強化
 ・ ごみ減量アクションプランの作成・配布

 ・ 大阪市廃棄物減量等推進員制度の創設
 ・ ごみのマナーABC（改定版）の作成・配布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

普及啓発

  　　　事業系ごみ
　　　　（対象：20万事業所）

 　　　家庭系ごみ
　　　（対象：260万市民）

　　　　　ごみ種別
　
施策種別

（注）◎印：重点施策
　　　○印：重点以外の新規・拡充施策
　　　 ・ 印：既に実施している施策

〔審議会〕

〔手数料あり方検討部会〕

11月7日

（緊急諮問）

平成21年2月頃(目途）

　「部会報告取りまとめ」

12月1日、22日

「当面実施す
べき施策」の
検討と意見集
約

平成21年1月下旬

　　「中間答申」

4月頃

「新たに実施すべ
き施策」の検討と
全体像の取りまと
め

5月頃

　　　 「最終答申」

平成21年度予算へ反映
大阪市ごみ焼
却場整備・配
置計画検討委
員会（再開）

大阪市一般
廃棄物処理
基本計画の
見直し

9月8日

　　第１回部会
秋口に取りまとめ

〈市民･事業者を巻き込んだ議論〉

10月14日

　　第２回部会

部会報告

〔廃棄物減量等推進審議会〕
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環　境　局

事業名　紙パック･乾電池などの拠点回収場所の拡大及び情報提供〈拡充事業〉

＜ごみ減量・リサイクルの推進＞

　◇回収場所の拡大
　　・紙パック･乾電池･蛍光灯管の回収を促進するため、現在行っている区役所などの回

　　　収場所に加え、スーパーマーケットなどの民間施設や大阪市公共施設にも回収場所

　　　を設け、利便性を向上します。

　◇リサイクルマップの全戸配布
　　・大阪市が設けている回収場所や、紙パック・トレイ等の回収を自主的に行っている

　　　店舗などを紹介する『リサイクルマップ』を全戸に配布し、リサイクルしやすい環

　　　境づくりを推進します。

○ 事業内容

○ 実施期間

○ 達成目標

平成２１年度～

○ 事業費

２５百万円　（うち一般財源　２５百万円）

・拠点回収場所の拡大
　《内、300ヶ所は紙パックのみ》　　  平成20年度　　 349ヶ所
　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年度末 　386ヶ所
　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年度末　 480ヶ所

・リサイクルの促進
　　　＜回収量＞　　　　　　紙パック　　 蛍光灯管　　 乾電池　　　　計
　　　　　　平成19年度実績　354.2トン　　14.2トン　　27.0トン　　395.4トン
　　　　　　平成21年度末　　392.0トン　　16.1トン　　34.2トン　　442.3トン
　　　　　　平成23年度末　　460.4トン　　17.4トン　　39.1トン　　516.9トン

紙パック

蛍光灯管

回収場所を拡大します。
リサイクルマップを配布します。

乾電池

○ 事業イメージ
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環　境　局

事業名　資源集団回収活動の活性化〈拡充事業〉

＜ごみ減量・リサイクルの推進＞

　◇奨励金の引き上げ
　　・資源集団回収団体への奨励金を引き上げ、回収量の増量を図ります。

　　　現行 1.5円/㎏　⇒  1.5円/㎏（15トン/年まで）

　　　　　　　　　　 　 　 2円/㎏（15トン/年を超え30トン/年まで）

                         　3円/㎏（30トン超/年）

　　　　　　　　　　　　 ただし、奨励金の上限は70万円/年（古紙再生品支給も含む）

　◇新たな集団回収方式のモデル実施
　　・「資源集団回収団体が地域住民に回収日時を周知し、住民は、その日時に各家庭の

　　　前に古紙を出し、その古紙を再生資源業者が直接回収する」という、新たな集団回

　　　収方式もモデル的に実施します。

○ 事業内容

○ 実施期間

○ 達成目標

平成２１年度～

○ 事業費

６９百万円　（うち一般財源　６９百万円）

・普通ごみの減量
　　　＜古紙回収量＞
　　　　　　平成19年度実績　 34,465トン
　　　　　　平成21年度末　 　43,800トン
　　　　　　平成23年度末　　 60,000トン

・資源集団回収団体登録数
　　 　　　 平成19年度実績　 2,002団体
　　　　　　平成21年度末　　 2,395団体
　　　　　　平成23年度末　　 3,128団体

活動を活性化します。

○ 事業イメージ

≪資源集団回収のメリット≫
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環　境　局

事業名　排出事業者と協働した事業系廃棄物の適正区分・適正処理の推進

　　　　　　　　　　（焼却工場における産業廃棄物等の混入排除）〈新規事業〉

＜ごみ減量・リサイクルの推進＞

○ 事業内容

○ 実施期間

○ 達成目標

平成２１年度～

○ 事業費

２６８百万円　（うち一般財源　２６８百万円）

・検査台数（目視含む）
　　　　　　平成18年度実績　約 5千台
  　　　　　平成21年度末　　約10万台
　　　　　　平成23年度末　　約15万台

・事業系ごみの減量
　　　　　　平成21年度末　△約3万トン
　　　　　　平成23年度末　△約5.3万トン

　　・本市のごみ処理量の６割を占める事業系一般廃棄物の減量は喫緊の課題です。

　　・平成20年度は、全事業者に事業系廃棄物の適正区分と処理方法を周知するパンフ

　　　レット（「事業系ごみの分け方・出し方」）を配付し、排出事業者の方々と連携、

　　　協働して減量を進めています。

　　・平成21年度以降は、焼却工場への産業廃棄物や市域外搬入物などの搬入不適物の

　　　チェックを強化するとともに、搬入不適物が発見されれば収集業者並びにごみを

　　　排出した事業者に対し、個別に適正処理方法の啓発と指導を行います。

搬入物展開検査によるチェック及び啓発指導体制（イメージ） 

 

《排出事業者》               《廃棄物規制担当》 

    適正区分                      指導員 

適正処理                      （警察ＯＢ） 

 

                   

                                       報 告 ＜ＮＧの状況＞ 

搬入物(展開)検査 

                                      検査体制（直営） 

 

（持ち帰り） 

《産業廃棄物処理施設》                     《本市焼却工場》 

 

産廃処理    産業廃棄物 

行政職 

ＮＧ   ＯＫ（ピット投入） 

一般廃棄物 
収集運搬許可業者 

啓発指導

＜区分排出、適正処理＞

事情聴取
＜排出状況等＞

○ 事業イメージ
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環　境　局

事業名　市民・事業者との協働による

　　　　ごみ減量・リサイクルの実践に向けた働きかけ〈新規事業・拡充事業〉

＜ごみ減量・リサイクルの推進＞

　市民・事業者の参加により、ごみの減量やリサイクルを身近な取り組みとして働きかけ

る様々な施策を展開し、市民・事業者との協働のもとに大阪市全体でごみの減量・リサイ

クルの推進に取り組みます。

　◇市民・事業者参加による取り組みの推進

　　　・(仮称)ごみ減量市民フォーラムの開催〈新規〉

　　　・(仮称)ごみとリサイクルの流れ見学会の実施〈新規〉

　　　・(仮称)３Ｒ川柳の募集〈新規〉

　　　・ごみ減量の取り組みに関する協定の締結〈新規〉

　　　・(仮称)事業者リサイクルコンテストの実施〈新規〉　　　　　　　など

　◇ごみ減量特設ホームページの活用〈拡充〉

　◇意識調査の実施〈新規〉

○ 事業内容

○ 実施期間

○ 達成目標

平成２１年度～平成２３年度

○ 事業費

２０百万円　（うち一般財源　２０百万円）

・平成23年度末

　　　３Ｒに積極的に取り組む、市民・事業者の割合：80％以上を目指す

市民・事業者のみなさまと
取り組みを推進します。

(仮称)事業者リサイクルコンテスト表彰式イメージ
〔写真は平成20年度ごみ減量優良建築物市長表彰式〕

(仮称)ごみとリサイクルの流れ見学会開催イメージ
〔写真は平成20年度親子ごみ処理施設見学会〕

○ 事業イメージ
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